
⑲　⑲　⑭　⑬ ⑨⑲⑪⑬

（
昭
6
3
・
1
　
新
潮
社
）

⑧
に
同
じ
。

首
藤
基
澄
『
福
永
武
蓼
の
世
界
』
　
（
昭
和
4
9
・
5
　
審
美
社
）

こ
の
部
分
は
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
日
本
の
社
会
学
『
1
9
宗
教
』
編
集
　
宮
家

準
・
孝
本
員
・
西
山
茂
」
（
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
飢
・
2
）
　
に
よ
る
。

〔
無
署
名
〕
「
福
永
武
彦
氏
－
（
著
者
と
一
時
間
）
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
5
0
・

1
・
6
）

⑯
に
同
じ
。

⑲
に
同
じ
。

⑲
に
同
じ
。

福
永
武
彦
「
『
忘
却
の
河
』
創
作
ノ
オ
ト
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
5
2

・1）

（
ひ
ろ
か
わ
・
か
す
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

蒔
漂
）
メ
醗
酵
酪
酸
　
　
　
臥
醗
酵
醗
乾
酪
臥
駆

書
　
評
山
下
久
夫
著

『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」
』

吉
　
相
　
正
　
美

三
重
県
の
松
阪
市
に
本
居
宣
長
記
念
館
が
あ
る
こ
と
は
著
名
な
こ
と
だ
が
、

近
年
、
こ
こ
を
母
体
に
し
て
「
鈴
屋
学
会
」
と
い
う
組
織
が
誕
生
し
た
。
山

下
久
夫
氏
も
、
そ
の
会
員
の
一
人
と
し
て
、
精
力
的
に
宣
長
研
究
を
す
す
め

て
い
る
。
『
本
居
宣
長
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）
は
間
も
な
く
全
巻
完
結
を
み
る
で

あ
ろ
う
し
、
鈴
門
の
研
究
書
で
あ
る
『
本
居
宣
長
と
鈴
屋
社
中
』
（
錦
正
社
）

も
世
に
出
て
、
宣
長
研
究
の
基
礎
資
料
が
提
示
さ
れ
た
現
在
、
宣
長
研
究
は

新
し
い
展
開
を
見
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

膨
大
な
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、
山
下
氏
の
『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」
』
が
刊

行
き
れ
た
。

本
書
は
、
細
分
化
し
た
宣
長
研
究
に
異
を
唱
え
、
宣
長
の
思
想
・
文
学
の

全
体
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
「
自
然
」
と
い
う
観
念
を
中
心
に
し
て
、
日
本
人

を
深
部
か
ら
規
定
し
て
い
る
感
性
を
表
現
し
た
人
物
と
し
て
、
宣
長
を
対
象

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
に
い
う
「
自
然
」
と
は
、
著
者
自
ら
、

山
川
草
木
と
い
う
具
体
的
な
事
物
、
外
部
に
存
在
す
る
物
質
の
謂
で
は

な
い
。
い
わ
ゆ
る
西
洋
流
の
n
a
｛
u
r
e
と
は
違
う
。
本
文
に
も
述
べ
る

が
、
「
他
者
の
カ
を
借
り
な
い
で
、
そ
れ
自
身
に
内
在
す
る
鋤
き
に
よ

『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」
』

っ
て
、
そ
う
な
る
こ
と
、
も
し
く
は
そ
う
で
あ
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち

「
お
の
ず
か
ら
」
を
指
す
。
目
a
｛
u
r
O
の
よ
う
に
名
詞
に
ば
か
り
で
な
く
、

「
自
然
と
～
す
る
」
、
「
自
然
の
～
」
と
い
っ
た
副
詞
的
に
も
形
容
詞
的

に
も
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
定
義
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
人
間

の
「
作
為
」
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
自
ら
の
う
ち
に
包
括
し

て
し
ま
う
「
自
然
」
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
本
書
が
単
な
る
論
文
集
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て

次
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
宣
長
の
「
自
然
」
を
問
題
に
す
る
の
は
、
彼
を
対
象
化
す
る
中

で
彼
と
は
異
な
る
「
自
然
」
を
模
索
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
：
…
（
中
略
）

…
つ
ま
り
、
「
自
然
」
の
観
念
が
日
本
人
の
心
奥
を
貫
流
し
て
い
る

と
い
う
事
実
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
中
か
ら
未
来
の
可
能
性
を
探
ろ
う

と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
よ
り
高
い
価
値
を
創
造
す
る
た
め
の
「
自
然
」

だ
。
む
ろ
ん
、
容
易
に
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
は
ず
は
な
い
が
、
宣

長
を
対
象
化
す
る
意
味
は
そ
こ
以
外
に
あ
る
ま
い
。

山
下
氏
の
問
題
憲
誠
は
「
わ
た
し
た
ち
」
の
問
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
く
。

本
書
は
三
軍
に
分
か
れ
る
が
、
第
一
・
二
章
で
は
歌
論
や
物
の
哀
論
を
中

心
に
、
宣
長
の
描
く
人
間
の
心
を
追
い
、
第
三
章
で
は
「
自
然
」
を
捨
て
て

「
神
」
を
押
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た
意
味
を
問
い
か
け
る
。

以
下
、
目
次
を
あ
げ
、
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
。

第
一
章
「
心
」
の
構
造
（
そ
の
1
）

六
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I
　
あ
ら
し
め
ら
れ
た
「
心
」

一
　
「
今
」
の
心
の
容
認

二
　
あ
ら
し
め
ら
れ
、
生
か
さ
れ
た
「
心
」

三
　
「
分
」
の
自
覚

Ⅱ
　
和
歌
的
共
同
体
の
心
性

一
　
「
実
情
」
論
の
転
換

二
　
共
同
体
心
性
へ
の
目
醒
め

三
　
化
シ
タ
ル
自
然
ノ
情

四
　
「
作
り
事
」
の
意
義

Ⅲ
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
心
性

一
　
「
自
然
の
神
道
÷
「
神
の
道
」

二
　
和
歌
の
優
位
性

第
二
章
「
心
」
の
構
造
（
そ
の
2
）

I
　
伝
統
へ
の
帰
属

一
正
統
意
識

二
　
内
な
る
宮
廷
権
威

三
　
「
君
子
の
言
」
　
へ
の
対
抗

四
　
「
俗
の
排
除
」

Ⅱ
　
内
的
秩
序
の
回
復

一
　
「
お
の
ず
か
ら
」
に
秩
序
を
守
る
人
間
像

二
　
前
史
的
状
況
－
「
公
」
÷
私
」
の
分
裂
－

三
　
全
体
性
の
回
復

四
　
保
守
の
心
性

六
八

第
三
軍
「
自
然
」
と
「
神
」

I
　
「
自
然
」
の
深
化

一
宣
長
と
老
荘
思
想

二
　
「
包
越
」
の
「
自
然
」

三
　
「
通
路
」
と
し
て
の
「
神
」

四
　
「
悪
」
　
へ
の
着
目

Ⅱ
　
神
国
共
同
性
と
「
自
然
」

一
　
「
神
」
の
た
め
の
「
自
然
」

二
　
天
皇
支
配
の
「
自
然
」
化

三
　
吉
凶
相
互
移
行
の
論

四
　
共
同
陸
へ
の
参
与

五
　
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
「
自
然
L

O
第
一
章
　
「
心
」
の
構
造
（
そ
の
1
）

I
（
あ
ら
し
め
ら
れ
た
「
心
」
）
賀
茂
真
淵
が
古
の
心
に
帰
る
こ
と
を
説

く
の
に
対
し
、
宣
長
は
古
の
質
朴
な
心
と
今
の
虚
偽
・
虚
飾
の
心
は
違
い
す

ぎ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
今
の
心
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
の
心
で

「
詞
ヲ
カ
ザ
リ
ヨ
ク
ヨ
ム
ガ
、
歌
ノ
カ
ン
ジ
ン
也
」
と
言
い
、
そ
れ
が
「
自

然
の
理
」
に
も
叶
う
の
だ
と
主
張
す
る
。
人
間
は
趨
人
間
的
な
な
に
も
の
か

の
カ
（
「
大
日
霊
貴
の
寵
霊
」
）
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
た
め
、
思
い
の
ま

ま
を
詠
め
な
い
　
「
今
の
心
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
人
間
に
否
定
で
き
る
こ

と
で
は
な
く
、
容
認
し
て
い
く
し
か
な
い
の
だ
と
考
え
た
。
『
排
声
小
船
』

に
お
い
て
は
、
歌
風
の
変
遷
を
「
自
然
ノ
勢
」
と
理
解
し
、
「
そ
の
時
代
の

「
心
」
し
か
所
有
で
き
な
い
運
命
的
な
事
態
、
そ
れ
を
各
々
忠
実
に
受
け
と

め
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
を
歌
人
の
評
価
の
基
準
に
し
て
い
る
。
あ

ら
し
め
ら
れ
た
運
命
的
な
己
の
「
分
」
を
わ
き
ま
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
る
の
で
あ
る
。

皿
へ
和
歌
的
共
同
体
の
心
性
）
　
「
今
の
心
」
を
詠
む
こ
と
な
ど
は
断
念
し

て
、
伝
統
的
な
う
る
わ
し
い
詞
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
も
「
古
歌
の

心
」
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
「
和
歌
的
共
同
体
の
心
性
」
に
ふ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
表
層
の
個
的
心
性
を
突
き
抜
け
て
、
己
の
心
奥
に
眠
っ

て
い
る
普
遍
的
な
和
歌
的
共
同
体
の
心
性
を
喚
起
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
真
の
自
己
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
、
「
作
り
事
」
す
な
わ
ち
「
詞
」
の
箱
選
行
為
を
行
な
う

の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自
然
」
を
再
生
す

る
も
の
で
も
あ
る
。
宣
長
は
獲
得
さ
れ
た
共
同
性
、
再
生
さ
れ
た
「
自
然
」

を
重
視
し
た
。
つ
ま
り
古
よ
り
も
当
世
に
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
和

歌
の
上
で
い
う
と
、
「
作
り
事
」
で
な
い
の
は
三
代
集
頃
ま
で
で
、
そ
れ
以

後
、
つ
ま
り
薪
古
今
歌
人
達
も
当
代
の
歌
人
達
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
と
見

た
。
薪
古
今
が
よ
い
の
は
、
三
代
集
に
習
熟
し
て
優
れ
た
歌
風
を
生
み
出
し

た
点
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
三
代
集
は
直
接
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
薪
古
今

は
歌
作
態
度
を
規
範
に
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。

Ⅲ
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
心
性
）
宣
長
に
お
い
て
、
初
期
の
歌
学
び
の
頃

か
ら
「
自
然
の
神
道
」
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
自
然
の

神
道
」
と
は
、
儒
学
の
「
聖
人
の
道
」
に
措
抗
す
べ
く
編
み
出
さ
れ
た
「
吾

邦
の
大
道
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ
の
特
質
と
し
て
儒
教
的
合
理
主
義
を

『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」
』

越
え
る
霊
妙
性
・
不
可
思
議
性
が
説
か
れ
、
や
が
て
時
間
の
推
移
と
共
に
天

照
大
御
神
の
存
在
が
重
く
な
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
度
合
が
強
く
な
る
。

『
石
上
私
墾
一
畳
で
は
「
自
然
の
神
道
」
は
「
神
の
道
」
と
表
記
が
変
り
、

ま
た
、
和
歌
は
雪
国
の
も
の
で
あ
り
「
自
然
」
の
も
の
だ
か
ら
漢
詩
に
勝
る

と
い
う
理
論
が
で
き
て
い
く
。
漢
詩
へ
の
対
抗
意
識
を
契
機
に
、
三
代
集
の

詞
は
「
吾
国
自
然
の
言
語
」
、
和
歌
的
共
同
体
の
心
性
は
「
自
然
天
性
の
情
」
、

さ
ら
に
は
「
神
国
共
国
体
の
心
性
」
に
な
る
。
こ
の
．
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
要
素
が
弦
大
し
、
和
歌
の
優
位
性
は
「
天
賦
大
御
神
の
御
国
」
に
起
因

す
る
と
い
う
主
張
に
ま
で
な
る
の
で
あ
る
。

〇
第
二
軍
　
「
心
」
の
構
造
（
そ
の
2
）

I
（
伝
統
へ
の
帰
属
）
宣
長
は
三
代
集
、
中
で
も
古
今
集
を
規
範
と
し
、

宮
廷
へ
も
強
い
愛
着
を
抱
い
て
い
る
。
堂
上
派
を
批
判
し
な
が
ら
、
追
認
し

て
い
る
か
に
見
え
る
の
は
、
堂
上
派
が
忘
却
し
て
し
ま
っ
た
歌
道
本
来
の
伝

統
を
求
め
よ
う
と
し
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
勅
撰
集
の
権
威
を
正
当
化
し

ょ
ぅ
と
す
る
意
識
は
「
自
然
」
の
観
念
を
作
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
、

宣
長
は
正
当
な
伝
統
に
帰
属
で
き
た
の
で
あ
る
。
勅
撰
の
権
威
は
宣
長
が
傾

倒
し
た
宮
廷
の
権
威
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
学
の
治
者
意
識
「
君
子
の
言
」

と
い
う
権
威
に
対
し
て
宣
長
が
求
め
た
も
の
で
、
「
自
然
の
神
道
」
の
介
在

に
よ
り
保
証
さ
れ
た
。
宣
長
は
、
ま
た
、
士
大
夫
の
文
学
に
対
抗
す
る
た
め

「
俗
」
を
排
除
し
た
。
当
時
の
雅
俗
混
交
の
文
化
の
中
で
、
伝
統
の
共
同
性

へ
向
か
う
た
め
に
「
俗
」
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
「
自
然
」
の
観
念
は
正

統
意
識
を
補
完
す
る
と
共
に
、
「
俗
」
を
排
除
す
る
機
能
を
も
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
事
は
同
時
に
、
「
古
道
」
を
失
い
「
俗
」
に
流
れ
る
江
戸
派

六
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な
ど
へ
の
批
判
を
も
引
き
起
こ
し
た
。

Ⅱ
（
肉
的
秩
序
の
回
復
）
宣
長
以
前
に
は
、
征
彿
学
が
す
で
に
「
公
」

（
経
学
的
方
面
）
と
「
私
」
（
詩
文
派
＝
古
文
辞
学
派
）
と
に
分
裂
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
登
場
し
た
宣
長
は
、
古
文
辞
学
派
と
違
い
、
「
心
」
を
問

題
に
し
な
が
ら
も
私
的
領
域
に
埋
没
せ
ず
、
社
会
秩
序
の
回
復
の
た
め
に
、

「
心
」
の
自
生
的
秩
序
の
回
復
を
提
唱
し
た
。
太
宰
春
台
が
「
礼
」
の
外
面

的
規
律
性
に
よ
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
宣
長
は
「
自
然
」
を
拠
に
「
心
」

の
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
万
、
「
俗
」
を
排
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に

固
執
し
た
の
が
秋
成
で
あ
る
。
宣
長
の
、
秩
序
に
従
順
な
共
同
性
を
、
秋
成

は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
、
権
威
か
ら
追
放
さ
れ
た
、
正
史

の
裏
側
の
も
の
を
求
め
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
宣
長
の
求
め
る
共
同
性
は

保
守
的
だ
と
い
え
る
。

〇
第
三
軍
　
「
自
然
」
と
「
神
」

I
（
「
自
然
」
の
深
化
）
宣
長
に
は
老
荘
思
想
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る

が
、
や
が
て
、
老
荘
的
「
自
然
」
を
拒
否
し
、
「
神
」
　
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

宣
長
の
「
神
道
」
は
人
為
を
包
越
す
る
「
自
然
」
で
あ
る
か
ら
、
老
荘
的
自

然
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
真
の
「
自
然
」
　
へ
の
深
化
だ
と
い
え
る
。
逆
に
い

え
ば
、
真
の
「
自
然
」
を
実
現
す
る
に
は
、
人
為
と
対
立
す
る
老
荘
的
自
然

と
決
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
「
神
」
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ

る
。
宣
長
が
「
自
然
」
の
語
を
捨
て
て
、
「
神
」
の
理
念
を
全
面
に
押
し
出

し
た
契
機
に
は
、
「
悪
神
」
と
い
う
理
念
へ
の
着
目
が
関
係
し
て
い
る
。
彼

は
、
わ
ろ
き
こ
と
は
悪
神
の
仕
業
だ
と
い
い
、
人
知
の
計
り
し
れ
ぬ
不
条
理

な
悪
の
存
在
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

七
〇

Ⅱ
（
神
国
共
同
性
と
「
自
然
L
Y
宣
長
は
、
支
配
者
と
服
従
者
が
個
的
レ

ベ
ル
を
越
え
て
「
自
然
」
の
「
通
路
」
と
な
っ
た
上
下
和
楽
の
共
同
体
像
を

理
想
と
す
る
。
し
か
し
、
史
実
に
お
い
て
、
服
従
者
で
あ
る
氏
族
集
団
に
は

悲
劇
が
有
っ
た
こ
と
が
宣
長
の
論
理
で
は
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
こ
と
は
批
判

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
「
悪
」
は
、
清
め
流
す
行

為
の
た
め
の
反
対
物
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
不
条
理
な
「
悪
」
を
処
理
で
き

な
く
な
っ
た
か
ら
、
「
自
然
」
を
吉
凶
相
互
移
行
で
据
え
置
し
た
の
で
あ
る
。

「
悪
」
は
、
吉
事
・
全
吉
事
（
天
照
大
御
神
の
高
天
原
完
全
統
治
）
に
い
た
る
ま

で
の
凶
悪
（
必
要
悪
）
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
、
そ
れ
自
体
に
独
自
の
位
相
は

な
く
、
ど
こ
ま
で
も
容
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
吉
凶
相
互
移
行
の
中

で
、
天
照
大
御
神
の
大
御
心
を
御
心
と
し
た
恩
恵
と
心
奥
か
ら
の
服
従
に
生

き
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
宣
長
は
「
自
然
」
の
語

を
捨
て
て
「
神
」
を
全
面
に
押
し
出
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
「
自
然
」
は

一
層
深
化
し
、
皇
統
の
不
動
性
へ
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
秋
成

は
「
自
然
」
の
観
念
で
全
て
を
説
こ
う
と
し
た
た
め
、
相
対
性
に
と
ど
ま
る

が
、
宣
長
は
「
凶
悪
」
の
容
認
で
、
「
自
然
」
を
絶
対
的
な
「
神
の
道
」
の

観
念
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
世
の
不
条
理
を
実
存
的
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
秋
成
に
対
し
、
宣
長
は
吉
凶
相
互
移
行
と
い
う
共
同
性
に
よ
り
解

決
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
長
は
「
自
然
」
を
閉
じ
込
め
て
し

ま
う
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
硬
直
化
し
、
固
定
化
す
る
。
「
自
然
」
の
持
つ

実
存
的
な
相
に
対
す
る
柔
軟
性
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
自
然
」
を
味
方
に
つ
け
た
宣
長
的
共
同
性
の
壁
は

厚
い
。
秋
成
な
ら
ず
と
も
脱
出
は
な
か
な
か
困
難
だ
。
し
か
し
、
わ
た

し
た
ち
は
「
自
然
」
を
「
神
」
に
閉
じ
込
め
ず
に
、
人
間
に
む
か
っ
て

開
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
指
示
す
る
相
を
実
存
的
な
次
元
で

受
け
と
め
る
中
で
、
宣
長
と
は
違
う
私
達
の
共
同
性
を
見
出
す
ほ
か
あ

る
ま
い
。

宣
長
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
察
し
た
苦
心
が
至
る
と
こ
ろ
に
見

え
る
も
の
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
ラ
イ
フ
・
ワ

ー
ク
で
あ
る
『
古
事
記
伝
』
に
関
す
る
論
評
は
本
書
に
は
な
く
、
別
書
に
ま

と
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
書
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
山
下
氏
の
宣

長
論
は
一
応
の
完
結
を
み
る
と
思
わ
れ
る
。

（
昭
和
六
十
一
二
年
十
月
二
十
日
・
沖
積
社
刊
・
三
五
〇
〇
円
）

（
ふ
る
そ
う
・
ま
さ
み
　
明
治
大
学
講
師
）

『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」
』


